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第１章：本研究全体の背景と目的 

近年，大学生の精神疾患や健康問題の増加が報告されている。具体的には，令和３年

度の調査において，大学，短期大学及び高等専門学校の精神障害の学生は１万 2228 人お

り，前年度から 2546 人増加している（独立行政法人日本学生支援機構，2022）。精神疾

患や健康問題が増加している要因の１つとして，大学生の適応の問題が挙げられ，（中

村・松田，2013; 三宅・岡本，2015），大学生の適応は将来的な精神疾患の発症や進路に

大きく影響すると考えられる。 

日本の大学生の「適応」には明確な基準は定められておらず，学校独自に基準を設け

ていることが多いとされているが（独立行政法人日本学生支援機構，2020），一律の基準

にはなり得ない。定義においても，何をもって判断するかは研究によって異なる状況とさ

れている（竹端・佐瀬，2015）。大学生の適応に関する明確な基準や定義が示されていな

いことが，大学適応の促進を評価する上で課題となっている。 

適応を促進する一環として，大学初年次における様々な介入が実施されている（安

達・安達，2019; 渡部，2017）。また，高等学校と大学での環境には大きな差があるとさ

れ，高等学校までで学習や諸活動に主体的に参加し，具体的手段を選択するためのスキル

を身につけるプログラムが必要とされている（澤田他，2006）。しかし，入学前教育を導

入している大学の主たる目的は，「高等学校レベルの学力の補填」と考えられており（山

本他，2024），学習面からのアプローチがメインとなっている。大学に入学した時点で，

学生が新しい環境への適応等に向き合えるよう，予防的に支援を行うことが重要であると

指摘されるなか，入学前からスキル獲得を目的とした研究は行われていない。  

これらのことから，専門的な資質や能力を指すコンピテンスの考え方を用い（小関他，

2021），大学適応に必要なスキルを明らかにする。さらに，大学適応に対して予防的介入

が求められることから，高校生を対象とした大学適応プログラムを作成し，効果的な手続

きに関する有効性を検討することを目的とする。 

 

第２章：研究１ 大学への適応において必要とされるコンピテンスの概念構成およびリ

ストの作成 

研究１では，大学適応に関するコンピテンスの構成概念を明らかにし，コンピテンス

リストの作成を行うことを目的とした。その結果，「対人関係」，「コーピング」，「成績評

価」，「課外活動」の４つの大項目が設定され，９つの中項目と 27 の小項目に集約された

リストが作成された。項目内容に関して，抽出した論文の尺度項目を踏襲した内容であっ

たため，大学適応の促進を目的とした心理的支援に活用できる可能性が示唆された。 

 

第３章：研究２ 大学適応コンピテンスチェックリストの作成と高校生における獲得コ

ンピテンスの度合いについて 

 研究２では，研究１で作成した大学適応コンピテンスリストを基盤とした，コンピテン

スチェックリストの作成と，本研究における対象がどの程度のコンピテンスを有している

のかを明らかにし，整理することを目的とした。研究対象者のうち，96 名分のデータを

用いて分析を行った結果，コンピテンスチェックリストに侵襲性はなく，集団や個人にお

いてコンピテンスの獲得の度合いに差がある項目を明らかにすることができると考えられ
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た。コンピテンスチェックリストは，対象者に合わせた支援方略を作成することの一助に

なることや，高校生のセルフモニタリングとしての活用，支援介入の指標の一つとして活

用できる可能性があると期待された。 

 

第４章：研究３ 高校生を対象とした大学適応のための予防的ソーシャルスキルトレー

ニングの効果の検討 

 研究３では，研究１で明らかになった大学適応コンピテンスリストの内容に基づき，対

人関係に関するコンピテンスの拡充を目的とした SST プログラムを作成し，大学適応へ

の促進に対する有効性を明らかにすることを目的とした。研究対象者のうち，16 名分の

データを用いて分析を行った結果，大学適応に対する予防的な SST の実施に，大学適応

コンピテンスチェックリストを用いることが適切である可能性，実施した SST では，ソ

ーシャルスキルの獲得に効果が見られたことが示唆された。しかし，大学適応コンピテン

スの獲得の程度は低下したことが確認された。そのため，今後本研究のような SST を実

施する上で，大学生活をより具体的にイメージできるような内容を追加するなど，集団の

特徴を踏まえて手続きを工夫しながら実施し，大学適応を促進されることが期待された。 

 

第５章：総合考察 

 本修士論文では，近年認識されている大学への適応について整理する中で，コンピテン

スの考えに着目した。そして，大学適応に必要なコンピテンスをまとめ，チェックリスト

を作成し，大学適応に対する予防的な SST を実施する際に用いることが適切であると示

唆したことに意義があると考えられる。 

 今後の課題として，高校生への大学適応を促進する SST プログラムの内容について，

集団の特徴を踏まえて手続きを検討する必要があると考えられる。また，本修士論文にお

いて作成された SST プログラムは，コンピテンスリストの内容の一部を取り扱ったもの

になっている。そのため，今後は本研究で取り扱ったテーマだけでなく，他の項目内容を

促進するようなプログラムの作成が求められる。 

 また，本研究のような，大学に適応するための，高校生を対象とした介入について，普

及の必要性があると考えられる。プログラム実施の際に，生徒が必要とするスキルが何か

把握し，生徒の実態や学校のカリキュラムに合わせた時間の確保が必要とされていること

から（渡辺，2007），学校や生徒のニーズに合った支援を提供できるよう，プログラム内

容を工夫しながら実施していくことが必要であると考えられる。また，入学前教育として，

合宿で講義を行うことやスクーリングを実施する取り組みが報告されている（木村他，

2012; 當山，2016）。このような大学入学前に実施されている学習面のサポートに加え，

本研究のようなプログラムを実施することで，普及につながっていくと考えられる。  
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